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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、鳥取県内の看護職員を対象に、看護実践能力とコミットメントの質問紙調査

の結果から、看護実践能力に対するコミットメントの影響を検討したものである。その結

果、経験年数1～2年目と20年以上は職務や仕事に対する思い入れ、5～9年目は職業生活全

般を通して感じる満足感、10～19年は所属組織を変わっても一生を通じて追求する専門分

野への志向性が最も実践能力に影響していることが明らかになった。これらの結果から、

看護職者の実践能力向上には、経験年数により異なるコミットメントを高める組織的対策

の必要性が示唆された。本論文の内容は、保健学の分野で看護職が所属組織との良好な関

係を築き、意欲的に専門性を発揮できる組織的支援のあり方を提示したものであり、明ら

かに学術水準を高めたものと認める。 

 


